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日本の多くのため池に， 

オオクチバスなどの外来魚が密放流されてきた． 

池で外来魚が増加すると，ため池から外来魚が流出し， 

周辺地域に被害を及ぼす可能性が懸念されてきた． 

あるため池で，オオクチバス等の流出状況を調査したところ， 

外来魚は灌漑が始まってすぐに給水路から流出し始め， 

降雨の際には，ため池の越流部からも流出した． 

ため池の外来魚が密放流に使われる危険性も考えると， 

周辺地域への被害拡大を防ぐためにも， 

ため池の外来魚の駆除は重要である． 

 

■多くのため池にオオクチバスが侵入している 

オオクチバスやブルーギルは，止水域を主な生息場所とする淡水魚である．これらの外来魚は日本では主

に湖沼やダム湖，ため池に分布している（図 1）．中でも，農業用水確保のために各地の農村で作られてき

たため池の数は特に多く，全国20万個以上がある

とされている（農林水産省構造改善局地域計画課 

1991）．ため池は，古くから食糧確保やヘラブナ釣

り，ワカサギ釣りなどのために，地域で魚を放流し

て利用され，タンパク源の確保や娯楽の場となって

きた（内田 2008）．しかし，1960年代以降のブラ

ックバス釣りブームの際，釣り人が釣り場をつくる

ためにオオクチバスを違法あるいは所有者に無許

可で，ゲリラ的に放流する「密放流」と呼ばれる行

為が横行し，日本各地のため池にオオクチバス等の

外来魚が分布するようになってしまった（秋月 

2001，濁川 2007）． 

 

 

1. オオクチバスとその影響 

図1．オオクチバスやブルーギルが生息するため池 
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■ため池ではオオクチバスが繁殖する 

私たちが調査している伊豆沼・内沼流域でも，2万 5千分

の 1の地図に記載されている 170箇所のため池のうち，34

箇所のため池にオオクチバスが分布していることが分かっ

た（図2）．これらの池では，オオクチバスが繁殖し，たくさん

の稚魚が生まれていた．図 3 は，流域内のある池で捕獲し

たオオクチバスである．大型の成魚と，その子供と考えられ

る幼魚が捕獲された．このようにため池で増加したオオクチ

バス等が，池から流出することで，河川や周辺水域に被害

が拡大する可能性が指摘されてきた（須藤・高橋 2006，藤

本ほか 2007）．ため池からの排水路における定期的な魚

類調査で，オオクチバスやブルーギルがため池から流出す

る可能性が高いことが既に示されており（宮田ほか 2007），環境省の外来魚防除マニュアルにおいても，外来魚

の池からの流出を考慮する必要性が指摘されてきた（環境省 2009，環境省東北地方環境事務所 2010）．このよ

うな現状を踏まえると，外来魚流出の直接証拠や，流出のタイミングや個体数など，その実態を明らかにする研究

は，今後の外来魚防除において，重要な知見をもたらすと考えられる． 

そこで本研究では，オオクチバスとブルーギルが生息するあるため池を対象に，ため池から流出する外来魚の

流出状況を，流出した魚類を捕獲するトラップを用いて調査した．この調査の後，池干しによる外来魚駆除活動が

この池で行なわれ，生息していたオオクチバスやブルーギルの個体数が報告された（三国屋建設コンサルタント

2008）．そこで，私たちの調査で得られた外来魚の流出個体数と，池干しによって得られた生息個体数とを合わ

せて評価し，池に生息する外来魚のうち，どの程度の割合で外来魚が流出していたのかを算出した． 

 

 

図2 ．伊豆沼・内沼集水域とため池．赤丸はため池の位置を示す．このうち 34箇所でバスが分布していた． 

図3．ため池で捕獲されたオオクチバス 
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■ため池の構造 

一般的な農業用のため池には，給水路，排水路の2つの排水経路がある（図4）．給水路は水田に水を給水する

ための水路である．排水路はため池からの様々な排水が流入する水路である．池からの排水には 2 つの種類が

あり，降雨時に池の堰堤にある越流部から越流する水と，ため池の斜樋や底樋からの排水がある．これらの排水

経路からオオクチバス等が流出しているかどうか，池の給水路と排水路の両方に魚類捕獲用のカゴを設置して調

査した（図 5）．カゴは，排水経路のため池に近い場所に設置した．ため池からオオクチバス等が流出した場合に

は，すぐにカゴに入って捕獲される仕組みである． 

 

 

 

 

■ため池からの拡散 

給水路と排水路に設置したカゴの両方でオオクチバス等の外来魚が捕獲された（図 6）．外来魚の流出のタイミ

ングは，用排水の通水期間と一致していた．須藤・高橋（2006）や宮田ほか（2007）によって，ため池における外来

魚流出の可能性が指摘されてきた．本研究は，これらの先行研究が指摘してきた外来魚の流出が，ため池からの

用排水を通じて生じていることを示した．本研究は，一つのため池を対象とした調査であるが，外来魚の流出は調

査期間中に何度も生じ，ため池に生息する外来魚のうち，オオクチバスは 4.0%，ブルーギルは 7.1%が流出して

いた（表 1）．このように，外来魚の流出は繰り返し生じたことから，外来魚の流出は稀な現象ではなく，さまざまな

池で生じている現象である可能性が高い．また，この調査の後に実施した池干しでは，大量の外来魚が捕獲され

た．ため池に生息するオオクチバス等の外来魚は，灌漑用水や降雨による増水，池干しなどの際に流出すること

が明らかになった（図7）． 

これまでの外来魚流出を取り扱った議論では，遊泳力の小さな稚魚が取水口や越流堤から流出する可能性が

議論の中心であった（須藤・高橋 2006，宮田ほか 2007）．しかし，本研究では体長100 mm以上のブルーギル

も確認された（図 8）．ある程度遊泳力のある体サイズの個体が数%も流出していたことから，ため池からは稚魚だ

けでなくさまざまな体サイズの外来魚が流出する可能性が示された． 

 

図3．ため池で捕獲されたオオクチバス． 
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図4．ため池からの排水経路．①ため池からの給水，

②ため池からの排水，③降雨時のため池からの越流 
図5．流出する魚類を捕獲するためのカゴ 
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図6．ため池から流下したオオクチバス等の個体数 
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捕獲場所 給水路 排水路 池干し（9月） 生息数

10 2 288 300

3.3% 0.7% 96.0% 100.0%

9 28 485 522

1.7% 5.4% 92.9% 100.0%
ブルーギル

オオクチバス

表1．水路や池干しで捕獲された全長30mm以上のオオクチバスとブルーギルの捕獲個体数と 生息数

に占める割合     
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■ため池はオオクチバス等の拡散源 

ため池によって池の構造や，水管理，降雨状況は異なるため，どの程度の外来魚が流出するかは変わるだろう．

しかし，少なくともため池に生息する外来魚が流出し，下流域へ拡散するのは確実である． また，ため池からは，

オオクチバスが流下するだけでなく，上流域に遡上して別のため池に侵入する事例も報告されている（藤本ほか 

2009）．2005年の外来生物法の施行後も，ため池へのオオクチバスの違法放流が横行していることが報告されて

おり（角田ほか 2011），ため池に生息する外来魚が違法放流に使われる危険性も十分に考えられる．これらの状

況を考えると，ため池に生息する外来魚の駆除は，本研究で示された流下による外来魚の拡散と合わせ，周辺地

域への影響拡大を防ぐ意味で重要だと言える． 
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